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ご　挨　拶
同志社大学人文科学研究所

所長　小　山　　　隆

本日は人文科学研究所第 98 回公開講演会（オンライン公開講

演会）を視聴いただき、心より感謝申しあげます。

今回の公開講演会は、「生き続ける『源氏物語』よみがえる紫

式部―令和時代の古典の楽しみ方―」というテーマのもと、長野、

京都、福岡の講師による講演とパネルディスカッションを ZOOM

上で開催し、YouTubeにより同時配信いたします。内容も実施方

法も令和の時代にふさわしく、本研究所として初めての試みです

ので私どももワクワクしております。最後まで無事に映像と音声

をお届けできるよう願っておりますが、万が一に備え、録画も

YouTube上で後日配信する予定です。

本研究所では学際的な共同研究を 1期 3年で行っており、現在

は第 20 期を迎え 17 の研究会が活動しています。その中で「知識

発見型データベース作成アプリの開発と日本伝統文化の分野横断

的研究」を研究課題とする第 3研究が、本日の公開講演会を企画

しました。各研究会の活動報告は随時当研究所 HPに UPしてお

りますのでご覧いただければ幸いです。

公開講演会に話を戻しますと、作家の夏山かほる氏、富士ゼ

ロックス京都株式会社マーケティングサポート部文化推進 CSV

グループ長の吉田謙一氏をお迎えし、第 3研究のメンバーから本

学文学部教授の岩坪健氏、本学名誉教授の矢野環氏、本学文化情
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報学部教授の福田智子氏、九州大学大学院システム情報科学研究

院教授の竹田正幸氏（プログラム掲載順）という多彩な講師陣に、

それぞれのご研究から『源氏物語』の世界をご紹介いただきます。

皆様にとって本日の講演会が日本文化への温故知新となり、コ

ロナ禍の中でも心豊かに過ごすきっかけの一つとなることを願っ

ております。

視聴者および講師の先生方、本日はご参加いただきありとうご

ざいます。感謝の言葉をご挨拶とさせていただきます。


